
「現区役所を存続し、鷺
沼駅前再開発を考える会」
（宮前区考える会）は３月
９日、第１２回運営委員会
を開催しました。
東急が鷺沼再開発事業の
見直しを打ち出した背景に
は、コロナ禍で、東急の経
営が悪化し、２０２１年第
３四半期連結累計期間（２
０２０年４月～１２月）の
経常損失は１２５億円にも
のぼり、東急の経営戦略を
再検討せざるを得ない状況
になっていることがあると
分析。
東急がどのような見直し
をしようとも、市民の声を
生かしたまちづくりを求め
て、「会」の運動を広げる
ことの重要性が議論されま
した。
「会」の今後の取り組み
については、①１万人署名
の達成をめざし、コロナ禍

の下で中止していた駅頭宣
伝を再開すること、②宮前
区選出の市議会議員への働
きかけを強めること、③鷺
沼再開発事業についての学
習講演集会を開催すること、
④今後の運動の方向を明ら
かにしたチラシを作成し、
大宣伝をおこなうことを確
認しました。

３月２０日(土）午後１
時～２時 鷺沼駅前

３月２２日(月）午後１
時～２時 宮前平駅

３月２９日(月）午後１
時～２時 宮崎台駅

多くの方が参加して、勢
いよく現区役所の存続、鷺
沼駅前再開発の見直し、住
民の声を活かしたまちづく
りを市民に訴えましょう。

鷺沼駅前再開発を考える
会は、３０日午後２時から
宮前区選出市会議員全員に
参加を呼びかけ、鷺沼問題
学習会を開催します。場所
は市民館視聴覚室(３階）
です。

投稿歓迎 鷺沼駅再開
発に関わって川崎市や再開発
組合に対する意見や要望など、
住民の声の投稿を歓迎します。

字数は５００字程度です。
「考える会」事務局の藤田宛
連絡ください。（匿名可）

090-6034-7686
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誰がいつ
決めた

賛成できぬ鷺沼駅前地区再開発事業
昨年7月に再開発準備組合の説明会に出席したのですが、

その際に感じた疑問は次のとおりで、この事業に賛成でき

ません。

１ 工事期間が駅前街区は5年とされていますが、その

間、現在のフレル鷺沼に入っている東急ストアその他の店

舗の営業は何処に移転して行うのかの回答が得られません

でした。

私たち住民の日常生活に必要な施設の代替案が示されなけ

れば困ります。

２ 現在はコロナ禍で東急電鉄の乗客が減っているよう

ですが、通常は、朝夕のラッシュ時に鷺沼・溝の口間の混

雑状況は酷いものです。更に鷺沼に大きな人口を抱えるマ

ンションを建てようとするなら、東急電鉄は、先に鷺沼・

溝の口間の複々線化を図るべきです。

３ 駅前にある３つの金融機関について、北街区の工事

に着手した後の営業の継続について明確な方針が示されて

いません。

４ 鷺沼の住民としては、区役所、区民館、図書館がで

きるのはありがたいのですが、８年後では遅すぎます。もっ

と早く、図書館分館、集会所等を作ってほしいと思います。

５ 工事期間中、そして完成後も、駅周辺の交通・往来

の不便さは酷くなると思われます。

（S・鷺沼）

宮前区の「会」が運営委員会を開催

駅頭宣伝の日程

３～５月の取り組みの方針決める

鷺沼考える会が学習会

30日午後２時～ 市民館


